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日
1
1
1
2
1
3
1

　　赤脛

18時45分07秒

19時28分58秒

20時11分51秒

20時53分29秒

太　　　　陽

　　溺緯

　南2’渡03分

　南21度53分

　南20度0分

　南17度30分

蕨直径

32分35秒

32分35秒

32分33秒

32分31秒

　月始めは麻謁宮に在るが，二十一一日から蜜瓶宮に侵入する．

は近日貼を通過する．其の時の太陽親直径は三十二分三四・九八秒（前表の

値は秒以下四捨五入）

星座

　いて

　いて

やぎ

やぎ

三日に地球

　鈍め叩

上　　　弦

滞　　　月

下　　　弦

新　　　月

明地黒占通過

近地黒占通過

遠地羅占通過

　　　　　　月

　　　時刻

8日午後0時11分

「15日午前7時21分

22日午前1時07分

30日午前4時07分

2日午前0時48分

15日午前9曙24分

29日午前1時12分

覗直径

30分43秒

33分32秒

30分46秒

29分25秒

29分23秒

33分32秒

29分23秒

鷺
篇
霞
翫

　今年も相攣らす，月の各遊星歴訪を御紹介しやう．月は元且夜牛に先づ

遊星中で一番太陽に近い水星にお目にかかるのは縁起がよい．それから七

日夕刻に天王星に追ひ付いて，それの南側二度の所を通り過ぎる．十二口

曉に木星ミ出合ひ，其の北側三度の所をすれ違ふ．十七日夕刻，海王星ε

出合ってその北側四度の所をすれ違ふ，そして二十七口朝，土星ミ出合ひ，

二十八日夕刻，火星を追ひ越し，同日夜，水星を追ひ抜き，最後に二十九

日夜，金星に追ひ付いて，今月の歴訪を終る，
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　水星　宵の星で，六日に東方最大離角19度Eなる．位置は「いて」座

の東端で順行中である．併し十二日半留ミなるミ，其の後逆行に移り，ぐ

んぐん太陽に近づき，二十二日に内合εなる．故に観望には六日前後がよ

く其の頃の光度は0等，覗直径は七秒足らすである．

　金星　曉の星であるが，非常に太陽に近付いナこので槻望には適せぬ，

位置は「いて」座の西端を順行中である，光度負三等牛．覗直径十秒足ら

す．

　火星　此れも曉の星であるが，太陽に近くて，殆ん♂観望出來ぬ，

　木星　宵の星，「うし」座主星（アルデバラン）の北寄りの所を逆行中

今月中の最も観望に適する遊星である．月末三十一日には留εなり，其の

後は順行に移る．光度負二等，視直径四十二秒，

　土　星　初め太陽に甚だ近いが，月末になる桿，梢見得る様になる．月

末の覗直径は十四秒．光度一等．

　天王星　宵の星「うを」座四十四番星に近い．光度六等．視直径三秒鯨り・

　海王星　夜雫前東に登る．「しし」座主星（レグルス）に近い．光度約八

等，視直径二秒牛，
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　　　　　　　　　　　　　桓　　星　　界

　野も山も，雪の衣に包まれて，静かに眠る夜牛．地上の銀世界ε，瞬も

せす此を見守る冬の星座ミは共に一年に一度の美はしい樹照である．

　先づ天の河は南北に流れ，「カシオペヤ」，「ペルセ」，「おほいぬ」，「こいぬ」

を其の流域に包んで，「オリオン」ミ「ふたこ」を其の爾岸に劃峙させ，「ぎ

ょしゃ」や「うし」を中流に浮べてみる．「ペガス」の正方形は西室に傾い

たが，「アンドロメ」の渦巻星雲や，「オリオン」座θ星附近の大星雲はま

だまだ高く，肉眼にもそれE頷かれる。神話に傳はる七美女の集り，「プレ

アデス」は今も筒ほ，優にやさしい光を放って居り，「ペルセ」座二重星團

は牛寺に銀河中に目立つ．

　燈毫星アルゴルが天頂に近く座を占め，規則正しい明滅を繰返して，宇

宙の族の路しるべを務めるε，怪星ミラが西の室で，赤い大きな吐息をつ

く．全天に瞬く大小幾多の赤い星，青い星，白い星は暗室の示申秘を其の色

に包み，「プレアデス」星團や「アンドロメ」星雲は大宇宙の構造を物語らう

εしてみる．

　遊星界は甚だ淋しく，只木星のみが「うし」座に輝くのみ．併し，日暮れ

の後，肚嚴な黄道光が銀河を凌ぐ純白光で　暫らく西室を映へ輝かすのは

此の頃である．


